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ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト 

「
子
ど
も
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
～
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
魅

力
」
（
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
・
シ
リ
ー
ズ
第
四
〇
回
）
を
十
月

十
三
日
（
土
）
に
本
学
講
堂
で
開
催

し
ま
し
た
（
十
一
時
と
十
五
時
の
二

回
公
演
、
各
六
十
分
、
来
場
者
計
三

百
十
一
名
）。 

 

本
シ
リ
ー
ズ
初
の
金
管
楽
器
が
主

役
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
出
演
は
音
楽

学
部
の
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
「
ベ

ル
カ
ン
ト
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

B
ell 

C
anto Trom

bone

（
歌
う
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
五
人
組
）
」
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
／

鶴
房
采
花
、
藤
井
美
波
、
吉
田
梨
絵
、

小
南
友
里
加
、
バ
ス
・
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
／
田
村
佳
子
）
と
ピ
ア
ノ
（
松
尾

璃
奈
）
と
お
話
（
祐
成
麻
奈
未
）
の

七
人
で
す
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
出
演
者
で
ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク
・
ク
リ
エ

ィ

シ

ョ

ン

専

攻

卒

業

生

の

吉

田

梨

絵

が

書

き

下

ろ

し

た
〈
ベ
ル
カ

ン
ト
・
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
〉
で
、
後
方
や
二
階
な

ど
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
奏
者
が
登

場
し
て
掛
け
合
い
を
繰
り
広
げ
た
後
、

舞
台
に
五
人
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

挨
拶
に
続
い
て
、
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
《
マ

タ
イ
受
難
曲
》
の
コ
ラ
ー
ル
〈
我
、

汝
が
み
も
と
に
と
ど
ま
ら
ん
〉と
Ｊ
．

ハ
イ
ド
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
天
地
創

造
》
か
ら
〈
大
い
な
る
偉
業
が
な
し

と
げ
ら
れ
た
〉
を
四
重
奏
で
演
奏
し
、

「
神
様
の
楽
器
」
と
呼
ば
れ
た
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
楽
器
の
構
造
の
特

徴
と
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
、
ま
た
ス
ト

レ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ト
や
ワ
ウ
ワ
ウ
・

ミ
ュ
ー
ト
を
紹
介
し
た
上
で
、
Ｇ
．

ロ
ッ
シ
ー
ニ
〈
二
匹
の
猫
の
愉
快
な

二
重
唱
〉
を
演

奏
し
、
ミ
ュ
ー

ト
の
効
果
を

実
感
し
て

も

ら
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
ト

ロ

ン

ボ

ー

ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹
介
で
す
。
ア

ル
ト
、
テ
ナ
ー
バ
ス
、
バ
ス
と
三
種

類
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
舞
台
に
勢
揃

い
し
て
、
大
き
さ
を
較
べ
た
上
で
、

音
を
聞
き
較
べ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三

種
の
楽
器
に
よ
る
三
重
奏
で
〈
紅
葉
〉

〈
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
〉
〈
赤
と
ん

ぼ
〉
の
三
曲
を
つ
な
い
だ
吉
田
梨
絵

編
曲
《
秋
の
歌
メ
ド
レ
ー
》
を
演
奏

し
た
後
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
に
も

一
緒
に
〈
も
み
じ
〉
を
歌
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

甘
く
優
し
い
歌
を
歌
う
の
が
得
意

な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
魅
力
を
発
揮
す

る
曲
と
し
て
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
〈
カ

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ
〉
を
独
奏
で
演
奏
し

た
後
、
ガ
ラ
ッ
と
雰
囲
気
を
変
え
て
、
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ジ
ャ
ズ
の
名
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｌ
．

ウ
ッ
ド
作
曲
〈
サ
ム
バ
デ
ィ
・
ス
ト

ー
ル
・
マ
イ
・
ギ
ャ
ル
〉
を
三
重
奏

で
、
Ｇ
．
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
《
ト

ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
か
ら
カ
ラ
フ
の

ア
リ
ア
〈
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
〉
を

二
重
奏
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

カ

ラ

フ

ル

な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
ピ

ー
ボ
ー
ン
と

ス
ラ
イ
ド
・
ホ

イ
ッ
ス
ル
を

紹
介
し
、
色
違

い
の
ピ
ー
ボ
ー
ン
五
本
と
ス
ラ
イ

ド
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
ピ
ア
ノ
で
〈
お

も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
〉
を
演
奏

し
ま
し
た
。
最
後
は
、
Ｊ
．
ア
グ
レ
ル

〈
ゴ
ス
ペ
ル
タ
イ
ム
〉
を
四
重
奏
に

ド
ラ
ム
を
加
え
た
編
成
で
演
奏
し
て

締
め
括
り
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
に
つ
い
て
、
「
神
様
の
楽
器
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
ミ
ュ
ー
ト

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
音
色
を
出
せ

る
こ
と
、
伸
び
や
か
に
よ
く
歌
う
魅

力
的
な
楽
器
で
あ
る
こ
と
、
教
会
で

も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
ジ
ャ
ズ
で
も

活
躍
す
る
楽
器
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

伝
え
、
演
奏
で
は
ソ
ロ
か
ら
デ
ュ
オ
、

ト
リ
オ
、
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
、
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
せ
で

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。 

終
演
後
に
は
、
楽
器
体
験
コ
ー
ナ

ー
（
ピ
ー
ボ
ー
ン
、
ピ
ア
ノ
、
中
型

と
大
型
の
パ

イ
プ
・
オ
ル

ガ
ン
、
フ
ル

ー
ト
）
に
、

初
め
て
の
試

み
と
し
て
ス

ラ
イ
ド
・
ホ

イ
ッ
ス
ル
を

作
る
工
作
コ
ー
ナ
ー
を
加
え
た
と
こ

ろ
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

（
津
上
智
実
・
記
） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

十
二
月
十

三
日
（
土
）

十
一
時
か
ら

本
学
講
堂
で

「
子
ど
も
の

た
め
の
ク
リ

ス
マ
ス
・
コ

ン
サ
ー
ト
〜
オ
ル
ガ
ン
と
歌
で
綴
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
物
語
〜
」（
子
ど
も
の

た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
第

四
十
一
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
（
六

十
分
、
来
場
者
五
百
二
十
九
名
）
。 

「
子
ど
も
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
オ
ル
ガ
ン
を 

中
心
に
据
え
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。「
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
何
か
」「
な

ぜ
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
」
と
問
い
か
け
て
、

そ
の
始
ま
り
の
お
話
を
イ
ラ
ス
ト
で

示
し
な
が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
を
中
心
に

歌
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
も
加

わ
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し

い
音
楽
と
共
に
進
め
る
形
で
構
成
し

ま
し
た
（
企
画
、
構
成
、
台
本
作
成
・

津
上
智
実
）。 

出
演
は
日
本
を
代
表
す
る
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
松
居
直
美
（
聖
徳
大
学
教
授
、

本
学
音
楽
学
部
非
常
勤
講
師
）
を
中

心
に
、
本
学
卒
業
生
の
菊
本
恭
子
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）・
小
林
真
奈
美
（
同
）
・

黒
田
育
世
（
チ
ェ
ロ
）・
鬼
一
薫
（
ソ

プ
ラ
ノ
、
司
会
）
の
助
演
を
得
ま
し

た
。
第
二
専
攻
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
を

学
ん
で
い
る
学
部
三
年
の
見
野
綾
子

（
中
オ
ル
ガ
ン
）
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
役
の

山

田
り
さ

（

打
楽
器

専

攻
三
年

生
）
も
加
わ

り
ま
し
た
。 

全

体

は

第
一
部
「
オ

ル

ガ
ン
の

ミ
ニ
講
座
」（
十
三
分
）
、
第
二
部
「
ク

リ
ス
マ
ス
の
物
語
」
（
四
十
二
分
）
、
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第
三
部
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
歌
お

う
」
（
五
分
）
の
三
部
仕
立
で
す
。 

 

開
幕
は
Ｄ
．
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
〈
第

一
旋
法
に
よ
る
マ
ニ
フ
ィ
カ
ト
〉
Ｂ

ｕ
ｘ
Ｗ
Ｖ
二
〇
三
（
大
オ
ル
ガ
ン
・

松
居
）。
挨
拶
に
続
い
て
、
オ
ル
ガ
ン

の
構
造
と
各

種
の
パ
イ
プ

を
イ
ラ
ス
ト

と
模
型
で
紹

介
し
ま
し
た
。 

 

メ
イ
ン
の

第
二
部
は
「
ク

リ
ス
マ
ス
の

物
語
」。
本
公
演
の
た
め
に
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
大
鹿
智
子
が
書
き
下
ろ

し
た
絵
を
舞
台
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写

し
、
女
学
院
に
ふ
さ
わ
し
い
ド
イ

ツ
・
バ
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を
集
め
て
、

お
話
と
音
楽
が
交
互
に
進
む
よ
う
に

組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。 

 

野
原
の
羊
飼
い
の
場
面
で
は
Ｊ
．

Ｈ
．
シ
ュ
メ
ル
ツ
ァ
ー
〈
ソ
ナ
タ
・
パ

ス
ト
レ
ッ
ラ
〉（
中
オ
ル
ガ
ン
・
見
野
）
、

天
使
が
現
れ

る
場
面
で
は

Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ

ハ
〈
高
き
天
よ

り
我
は
来
た

り
〉
Ｂ
Ｗ
Ｖ
七

三
八
（
大
オ
ル

ガ
ン
・
松
居
）
、

天
使
の
お
告
げ
の
場
面
で
は
同
〈
甘

き
喜
び
に
包
ま
れ
〉
Ｂ
Ｗ
Ｖ
七
二
九

（
同
）
、
歓
び
の
歌
と
し
て
Ｈ
．
シ
ュ

ッ
ツ
《
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
》

よ
り
第
一
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
〈
恐

れ
る
こ
と
は
な
い
〉
を
二
階
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
（
大
オ
ル
ガ
ン
・
松
居
、

弦
三
部
、
ソ
プ
ラ
ノ
）、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

に
向
う
羊
飼

い
の
場
面
で

は

バ

ッ

ハ

〈
い
ざ
来
ま

せ
、
異
邦
人

の

救

い

主

よ
〉
Ｂ
Ｗ
Ｖ

六
五
九
（
大

オ
ル
ガ
ン
・
松
居
）、
幼
子
イ
エ
ス
の

場
面
で
は
Ｐ
．
ベ
ー
デ
ッ
カ
ー
〈
イ
エ

ス
は
生
ま
れ
た
ま
い
ぬ
〉（
中
オ
ル
ガ

ン
・
見
野
、
チ
ェ
ロ
、
ソ
プ
ラ
ノ
）
、

三
博
士
の
来
訪
の
場
面
で
は
バ
ッ
ハ

〈
神
よ
、
汝
の
慈
し
み
に
よ
り
て
〉

Ｂ
Ｗ
Ｖ
六
〇
〇
（
大
オ
ル
ガ
ン
・
松

居
）
、
三
博
士
が
帰
っ
て
い
く
場
面
で

は
バ
ッ
ハ
〈
パ
ス
ト
レ
ッ
ラ
〉
Ｂ
Ｗ

Ｖ
五
九
〇
の
三
（
同
）
と
進
み
、
ブ

ク
ス
テ
フ
ー
デ
の
〈
神
は
そ
れ
ほ
ど

こ
の
世
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
〉
Ｂ

ｕ
ｘ
Ｗ
Ｖ
五
（
同
）
で
締
め
括
り
ま

し
た
。 

 

第

三

部

で

は

大

オ

ル

ガ

ン

の

伴
奏
で
讃
美
歌
一
〇
六
番
〈
荒
野
の

果
て
に
〉
と
一
一
二
番
〈
諸
人
こ
ぞ

り
て
〉
を
会
場
の
全
員
で
歌
い
、
オ

ル
ガ
ン
の
後
奏
に
耳
を
傾
け
て
終
演

と
な
り
ま
し
た
。 

 

終
演
後
に
は
中
オ
ル
ガ
ン
、
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
楽

器
体
験
と
大
オ
ル
ガ
ン
の
見
学
会
を

実
施
し
、
と
り
わ
け
見
学
会
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。  

何
度
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
練
習
を

重
ね
て
く
れ
た
出
演
者
の
お
蔭
で
、

音
楽
的
に
充
実
し
た
演
奏
会
と
な
っ

た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。 

（
津
上
智
実
・
記
） 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

   

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

十
月
八
日
（
水
）
十
四
時
半
か
ら

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
大

阪
市
都
島
区
都
島
本
通
二
‐
十
三
‐

二
十
二
）
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
「
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」（
四
十
五
分
）
を

行
い
ま
し
た
。
出
演
は
、
寺
脇
優
子

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
中
川
真
帆
（
ピ
ア
ノ
）
、

金
盛
由
妃
（
ピ
ア
ノ
）、
村
田
夏
帆
（
ピ

ア
ノ
）、
蝦
名
真
央
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、

三
木
理
花
絵
の
六
名
で
す
。 

 

秋
を
テ
ー
マ
に
、
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
日
本
の
歌
や
昔
懐
か
し
い
歌
謡

曲
も
織
り
ま
ぜ

つ
つ
、
患
者
さ

ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
っ
て
一

緒
に
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
を

め
ざ
し
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
マ
ク
ガ
イ

ア
＆
ス
パ
ー
ク
ス
〈
グ
リ
ー
ン
・
グ

リ
ー
ン
〉
を
出
演
者
全
員
で
演
奏
し

ま
し
た
。
挨
拶
に
続
い
て
、
シ
ュ
ー

マ
ン
《
ミ
ル
テ
の
花
》
よ
り
〈
献
呈
〉

を
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
い
、「
ピ
ア
ノ
の
魔

術
師
」
と
呼
ば
れ
た
リ
ス
ト
が
こ
の

曲
を
ピ
ア
ノ
独
奏
用
に
編
曲
し
た
と

紹
介
し
て
、
リ
ス
ト
編
曲
の
〈
献
呈
〉

を
ピ
ア
ノ
で
独
奏
し
ま
し
た
。 

次
に
、
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

に

よ

る

〈

赤

と

ん
ぼ
〉
に

あ

わ

せ

て

深

呼

吸

や

手

を

振

る

な

ど

の

体

操

を

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
人
が
楽
し
そ
う
に
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
身
体
が
ほ
ぐ
れ

た
と
こ
ろ
で
、
皆
で
一
緒
に
山
田
耕

筰
〈
赤
と
ん
ぼ
〉

と

岡

野

貞

一

〈
紅
葉
〉
を
歌

い
ま
し
た
。 

ピ
ア
ノ
独
奏

の
〈
秋
の
さ
さ

や
き
〉
と
〈
白

い
恋
人
た
ち
〉

で
秋
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
頂
い
た
後
、

〈
幸
せ
な
ら
手
を
叩
こ
う
〉
で
聴
衆

参
加
を
行
な
い
ま
し
た
。「
幸
せ
な
ら

～
♪
」
の
替
え
歌
に
合
わ
せ
て
多
く

の
患
者
さ
ん
が
笑
顔
で
肩
を
回
し
た

り
膝
を
叩
い
た
り
し
て
く
れ
て
、
会

場
が
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。 

 

ブ
ラ
ー
ム

ス

《
六
つ
の
小
品
》

作
品
一
一
八
よ

り
二
番
を
ピ
ア

ノ
独
奏
で
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー

《
懐
か
し
い
土
地
の
想
い
出
》
よ
り

〈
メ
ロ
デ
ィ
〉
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
、
続
い
て
ソ
プ
ラ

ノ
で
村
松
崇
継
〈
い
の
ち
の
歌
〉
を

歌
う
と
、
多
く
の
方
が
涙
を
流
し
な

が
ら
聴
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
会

場
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
中

村
八
大
〈
上

を
向
い
て
歩

こ
う
〉
を
歌

い
、
ア
ン
コ

ー
ル
に
応
え

て
再
度
〈
赤

と
ん
ぼ
〉
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。 

演
奏
を
通
し
て
患
者
さ
ん
と
心
が

通
い
合
い
、
音
楽
の
持
つ
力
を
改
め

て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
実
習
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
三
木 

理
花
絵
・
記
） 
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兵
庫
中
央
病
院 

 

十
一
月
三
十
一
日
（
金
）
十
四
時

か
ら
国
立
病
院
機
構
兵
庫
中
央
病
院

（
三
田
市
大
原
一
三
一
四
）
三
階
デ

イ
ル
ー
ム
に
て
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

（
四
十
五
分
）
を
行
い
ま
し
た
（
ピ

ア
ノ
・
上
田
美
幸
、
中
川
真
帆
、
三

木
理
花
絵
、
声
楽
・
城
井
礼
衣
子
、

寺
脇
優
子
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
蝦
名

真
央
、
オ
ー
ボ
エ
・
樋
口
成
香
、
お

話
・
今
川
裕
美
）。 

ま
ず
出
演
者
全
員
で
Ｂ•

マ
ク
ガ

イ
ア
＆
Ｌ
・
ス
パ
ー
ク
ス
作
曲
〈
グ

リ
ー
ン
・
グ

リ
ー
ン
〉
を

演
奏
し
、
続

く
挨
拶
で

は
、
「
今
日

は
身
近
な

秋
の
歌
か

ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
曲

ま
で
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
き

た
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。 

村
松
崇
継
作
曲
〈
い
の
ち
の
歌
〉
、

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

の

モ

テ
ッ
ト
《
踊

れ
、
喜
べ
、

幸

い

な

る

魂
よ
》
よ
り

〈

ア

レ

ル

ヤ
〉
を
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
独
唱
し
た
後
、
山
田
耕
筰

作
曲
〈
赤
と
ん
ぼ
〉
、
小
林
秀
雄
〈
ま

っ
か
な
秋
〉
と
岡
野
貞
一
〈
紅
葉
〉

を
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
乗
せ
て
会
場
の
皆

で
歌
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
オ
ー
ボ
エ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
加
わ
っ
て
、
色

彩
感
の
あ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
な
り

ま
し
た
。 

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
《
ワ
ル
ツ
》 

作
品

三
十
九
の
第
一
、
十
一
、
十
五
番
を

ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏
し
、
次
々
に
移

り
変
わ
る
曲
調
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
大
島
ミ
チ
ル
作
曲
〈
風
笛
〉

を
オ
ー
ボ

エ
と
ピ
ア

ノ
伴
奏
で

演
奏
し
ま

し
た
が
、

演
奏
前
に

オ
ー
ボ
エ

の
豆
知
識

を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
興
味
深
そ
う
に
話
を
聞

く
お
客
様
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
《
な
つ
か

し
い
土
地
の
思
い
出
》
よ
り
〈
メ
ロ

デ
ィ
〉
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
演

奏
し
、
最
後

に

中

村

八

大
作
曲
〈
上

を

向

い

て

歩
こ
う
〉
と

岡

野

貞

一

作
曲
〈
ふ
る

さ
と
〉
を
ピ

ア

ノ

伴

奏

で

会

場

の

全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
入
り
華
や
か
な
演

奏
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
は

お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
〈
上
を
向

い
て
歩
こ
う
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

演
奏
中
は
あ
ち
こ
ち
で
お
客
様
の

笑
顔
が
、
時
に
は
涙
が
流
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
温
か
な
雰
囲
気
の
中
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
生
懸
命
仕
上
げ
た
演
奏
会

に
、
笑
顔
や
涙
や
拍
手
を
頂
く
こ
と

の
喜
び
を

改
め
て
感

じ
て
、
終

演
後
は
胸

が
熱
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う

な
コ
ン
サ

ー
ト
が
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

（
今
川
裕
美
・
記
） 
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春
風
幼
稚
園 

 

十
一
月
十
一
日
（
火
）
十
時
か
ら
、

春
風
幼
稚
園
（
西
宮
市
今
津
野
田
町

二
ー
六
）
二
階
ホ
ー
ル
に
て
園
児
を

対
象
と
す
る
「
秋
の
わ
く
わ
く
コ
ン

サ
ー
ト
」（
四
十
分
）
を
行
い
ま
し
た

（
声
楽
・
城
井
礼
衣
子
、
寺
脇
優
子
、

ピ
ア
ノ
・
今
川
裕
美
、
上
田
美
幸
、

中
川
真
帆
、
お
話
・
益
田
多
夏
、
三

木
理
花
絵
）。 

 

「
音
楽
で
心
を
つ
な
げ
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
曲
か
ら
伝
わ
る
気
持
ち

や
、
み
ん
な
で
一
緒
に
音
楽
を
楽
し

む
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
気
持
ち

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
出
演
者
全
員
で
マ
ク
ガ
イ

ア
＆
ス
パ
ー
ク
ス
〈
グ
リ
ー
ン
・
グ

リ
ー
ン
〉
を
歌
っ
て
開
幕
で
す
。
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー

の
〈
ピ
エ
・
イ
エ
ズ
〉
を
ソ
プ
ラ
ノ

の
デ
ュ
オ
で
演
奏
し
、
二
人
で
奏
で

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳
を
傾
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

ピ
ア
ノ
独
奏
で
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

の
組
曲
《
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
》

よ
り
第
六
番
で
怒
り
の
表
現
を
感
じ

て
も
ら
っ
た
後
、
園
児
と
一
緒
に
〈
大

き

な

栗

の

木
の
下
で
〉

を

振

り

を

つ

け

な

が

ら

一

緒

に

歌

い

ま

し

た
。
ゆ
っ
く

り

の

テ

ン

ポ
か
ら
、
ど

ん

ど

ん

テ

ン
ポ
を
速
く
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

一
生
懸
命
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
で
、
一
生
懸
命

歌
っ
て
動
い
て
、
園
児
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
表
情
を
見
て
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。 

 

ピ
ア
ノ
連
弾
で
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ

ク
の
〈
天
国
と
地
獄
〉
を
演
奏
し
た

と
こ
ろ
、「
運
動
会
の
曲
だ
！
」
と
す

ぐ
に
気
付

い
て
く
れ

る
園
児
が

た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。 

 

Ｃ
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
＝
ロ
ペ
ス
、
Ｒ
・
ロ
ペ

ス
作
曲
《
ア
ナ
と
雪
の
女
王
》
よ
り

〈
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
〉
を
一

緒
に
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち

は
歌
詞
を
す
み
ず
み
ま
で
覚
え
て
い

て
大
合
唱
に
な
り
ま
し
た
。
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
作
曲
〈
ド
レ
ミ

の
歌
〉
も
園
児
と
一
緒
に
歌
い
ま
し

た
。
歌
う
前
に
、
ド
・
レ
・
ミ
・
フ

ァ
・
ソ
・
ラ
・

シ
・
ド
の
音

の
札
を
見
せ

て
、
音
の
階

段
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を

確
認
し
、
歌

に
合
わ
せ
て

高
く
掲
げ
ま

し
た
。
久
石
譲
の
〈
ね
こ
バ
ス
〉
を

ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏
し
、
最
後
に
出

演
者
全
員
で
同
じ
く
久
石
譲
の
〈
と

な
り
の
ト
ト
ロ
〉
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、

園
児
た
ち
も
大
き
な
声
で
一
緒
に
歌

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
幼
稚
園
で
の
ア
ウ
ト
リ

ー

チ

で

不

安

で

し
た
が
、

た

く

さ

ん

の

笑

顔

を

も

ら
い
、
子

ど

も

た

ち

が

よ

い
空
気
を
作
っ
て
く
れ
た
と
感
じ
ま

し
た
。
音
楽
の
楽
し
さ
が
届
い
た
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

（
中
川
真
帆
・
記
） 
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神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

 
十
一
月
二
十
日
（
木
）
神
戸
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
（
神

戸
市
中
央
区
港
島
町
四
―
六
）
の
院

内
コ
ン
サ
ー
ト
（
四
十
分
）
に
出
演

し
ま
し
た
（
ピ
ア
ノ
・
中
川
真
帆
、

上
田
美
幸
、
フ
ル
ー
ト
・
鈴
木
晴
子
、

声
楽
・
城
井
礼
衣
子
、
寺
脇
優
子
）
。

身
近
な
秋
の
音
楽
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
で
、
様
々
な
音
楽
を
皆
様
と
一
緒

に
楽
し
み
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り

組
み
ま
し
た
。 

 

始
め
に
顔
見
せ
を
兼
ね
て
マ
ク

ガ
イ
ア
＆
ス
パ
ー
ク
ス
作
曲
の
〈
グ

リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
〉
を
出
演
者
全

員
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

挨
拶
の
後
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

〈
ア
レ
ル
ヤ
〉
を
演
奏
し
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
に
触
れ
て
頂
く
と
同
時
に
華
や

か
な
空
気
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
に
村
松
崇
継
作
曲
〈
い

の
ち
の
歌
〉
を
演
奏
し
ま
し
た
。
対

照
的
な
雰
囲
気
の
曲
で
し
ん
み
り
と

し
た
後
、
山
田
耕
筰
作
曲
〈
赤
と
ん

ぼ
〉
を
バ
ッ
ク
に
、
皆
様
と
一
緒
に

深
呼
吸
や
手
を

挙
げ
た
り
伸
ば

し
た
り
す
る
体

操
を
行
い
ま
し

た
。
体
を
ほ
ぐ

し
て
歌
う
準
備

が
で
き
た
と
こ

ろ
で
、
季
節
の

歌
を
三
曲
、〈
赤

と
ん
ぼ
〉、
小
林
秀
雄
作
曲
の
〈
真
っ

赤
な
秋
〉、
岡
野
貞
一
作
曲
の
〈
紅
葉
〉

を

皆
様
と

一
緒
に
歌

っ
て

楽
し

み
ま
し
た
。 

次
に
ブ
ラ

ー
ム
ス
作

曲
《
ワ
ル

ツ
》
作
品
三

十
九
よ
り

第
一
、
十
一
、
十
五
番
を
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
の
〈
ハ
ン
ガ

リ
ー
舞
曲
集 

第
五
番
〉
を
ピ
ア
ノ
連

弾
で
演
奏
し
、
最
近
の
曲
で
あ
る
大

島
ミ
チ
ル

作

曲

の

〈
風
笛
〉

を
フ
ル
ー

ト
・
ソ
ロ

で
演
奏
し

ま
し
た
。 

 

最
後
に
、

中
村
八
大

作
曲
〈
上
を
向
い
て
歩
こ
う
〉、
岡
野

貞
一
作
曲
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
会
場
の

皆
さ
ん
と
歌
っ
て
、
再
び
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
お

客
様
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て

〈
赤
と
ん
ぼ
〉
を
歌
い
ま
し
た
。 

終
演
後
、「
こ
う
い
う
の
っ
て
本
当

に
勇
気
を
も
ら
う
の
よ
ね
」
と
涙
を

流
し
な
が
ら
手
を
握
り
に
来
て
く
だ

さ
る
方
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
心
温
ま
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

入
院
し
て
い
る
人
々
に
音
楽
が
も
た

ら
す
力
は
私
た
ち
の
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
後
日
病

院
か
ら
送
っ
て
頂
い
た
来
場
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見

て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か

ら
も
よ
い
思

い
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
寺
脇
優
子
・
記
） 
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野
木
病
院 

 
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）
十
三
時

四
十
五
分
か
ら
、
野
木
病
院
（
兵
庫

県
明
石
市
魚
住
町
長
坂
寺
一
〇
〇
三

ー
一
）
に
て
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
」（
四
十
五
分
）
を
行
い
ま
し
た
（
ソ

プ
ラ
ノ
・
城
井
礼
衣
子
、
寺
脇
優
子
、

ピ
ア
ノ
・
上
田
美
幸
、
中
川
真
帆
）
。

今
回
は
、
身
近
な
秋
の
曲
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
曲
ま
で
、
幅
広
い
音
楽
を

お
客
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
と

い
う
思
い
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
を

考
え
ま
し
た
。 

始
め
に
、
マ
ク
ガ
イ
ア
＆
ス
パ
ー

ク
ス
作
曲

〈
グ
リ
ー

ン
・
グ
リ
ー

ン
〉（
声
楽
、

ピ
ア
ノ
）
を

出
演
者
全

員
で
演
奏

し
て
幕
開

け
と
し
ま

し
た
。
次
に
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の

作
品
を
二
曲
、

〈
き
ら
き
ら
星

変
奏
曲
〉
よ
り
テ

ー
マ
と
三
つ
の

変
奏
（
ピ
ア
ノ
）

と
、《
モ
テ
ッ
ト
》

「
踊
れ
、
喜
べ
、

幸
い
な
る
魂
よ
」
よ
り
〈
ア
レ
ル
ヤ
〉

（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
）
と
を
演
奏
し
ま

し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
独
特
の
華
や

か
で
軽
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
に
耳
を
傾

け
て
頂
き
ま
し
た
。 

次
は
雰
囲
気

を
が
ら
っ
と
変

え
て
、
村
松
崇

継
作
曲
〈
い
の

ち
の
う
た
〉（
声

楽
、
ピ
ア
ノ
）
。

い
の
ち
を
授
か

り
、
そ
の
大
切

さ
を
日
々
感
じ

る
毎
日
、
今
こ
の
場
に
い
ら
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
つ
つ
演
奏
し
ま
し
た
。 

 
 

 

こ
こ
で
軽
い
体
操
を
挟
み
、
身
体

が
少
し
ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
小
林

秀

雄

作

曲
〈
真
っ

赤
な
秋
〉
、

山

田

耕

筰

作

曲

〈

赤

と

ん
ぼ
〉
、

岡

野

貞

一
作
曲
〈
紅
葉
〉
の
三
曲
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
い
、
秋
を
実
感
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ピ
ア

ノ
連
弾
を
二
曲
、《
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲

集
》
よ
り
第
一
番
と
《
ワ
ル
ツ
》
作

品
三
十
九
よ
り
第
一
、
十
一
、
十
五

番
と
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

最
後
は
中
村
八
大
作
曲
〈
上
を
向

い
て
歩
こ
う
〉
と
岡
野
貞
一
作
曲
〈
ふ

る
さ
と
〉
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
締
め
く
く
り
と
し
ま

し
た
。 

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、「
一
緒
に

音
楽
を
楽
し
む
」
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
の
で
、
皆
で
一
緒
に
歌
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
歌
っ
て
頂
け
る
か
不
安
な
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
を
見
渡

す
と
、
た
く
さ

ん
の
方
が
笑
顔

で
歌
っ
て
下
さ

っ
て
い
て
、
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
和
や
か
な
雰

囲
気
を
作
っ
て

コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

っ
た
病
院
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
職
員

の
方
々
、
そ
し
て
お
客
様
に
感
謝
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
城
井
礼
衣
子
・
記
） 
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子
ど
も
の
た
め
の 

音
楽
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

九
月
二
十
七
日
（
土
）
九
時
半
か
ら

十
六
時
ま
で
第
五
回
「
音
で
遊
ぼ
う
！

子
ど
も
の
た
め
の
音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
本
学
音
楽
館
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
（
参
加
は
学
生
十
三
名
、
学

外
者
四
名
、
子
ど
も
二
十
一
名
）
。 

 

こ
れ
は
英
国
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽

院
で
培
わ
れ
て
来
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
優
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
学
ぶ
形
で
、
二
〇
〇
七
年

か
ら
〇
八
年
、
一
二
年
、
一
三
年
と

実
施
し
て
き

た
も
の
で
、

今
回
が
五
回

目
で
す
。
同

校
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
修
士
課
程
修
了
の
若
い
音
楽

家
二
名
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
声
楽

家
テ
レ
ー
ザ
・
カ
ン
ポ
ス
と
オ
ラ
ン

ダ
出
身
の
作
曲
家
ヒ
ー
ル
・
ビ
ュ
ッ

シ
ェ
）
を
日
本
に
招
聘
し
（
最
初
の

三
日
間
は

本
学
卒
業

生
で

同
リ

ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
修
士

課
程
修
了

の
東
瑛
子

も
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
参
加
）、
九
月
二
十
四
日
か

ら
四
日
間
、
学
生
対
象
の
「
音
楽
作

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
特
別
研
修
」
を

行
い
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て
最
終
日

に
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
得

て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
「
三

大
学
（
本
学
音
楽
学
部
、
東
京
音
楽

大
学
、
昭
和
音
楽
大
学
）
連
携
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
誰
も
が
持

っ
て
い
る
ク

リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
力
を
音

楽
に
よ
っ
て

引
き
出
し
、

共
に
音
楽
を

生
み
出
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
視
点
と
方
法
を

学
ん
で
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

当
日
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
数
字
遊

び
（
一
二
三
か
ら
好
き
な
数
字
を
選
び
、

一
を
選
ん
だ
人
は
床
に
坐
り
、
二
は
膝

立
、
三
は
立
つ
と
い
う
形
で
並
ん
で
、
そ

れ
を
皆
で
一
二
三
・
一
・
一
二
・
一
・
一

二
三
と
い
っ
た

リ
ズ
ム
と
し
て

読
み
上
げ
て
い

く
）
で
リ
ズ
ム
作

り
を
す
る
、
三

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
「
な
ぜ

世
界
は
こ
ん
な

に
美
し
い
の
だ
ろ
う 

W
h
y 

is 
the 

w
o
rld

 so
 b

eau
tifu

l

？
」と
い
う
問
い
か

け
に
答
え
る
形
で
歌
詞
作
り
を
す
る
と

い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
を
経
な
が
ら
、
学
生
と

子
ど
も
た
ち
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

っ
て
自
分
た
ち
の
フ
レ
ー
ズ
や
リ
ズ
ム
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
、
最
後
に
お
迎
え
の
保

護
者
を
前
に
十
五
分
ほ
ど
の
作
品
発
表

を
行
な
い
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

 

大
学
院
文
学
研
究
科
通
訳
コ
ー
ス
の

院
生
三
名
が
、
指
導
の
奥
村
キ
ャ
サ
リ

ン
先
生
、
中
村
昌
宏
先
生
と
逐
次
通
訳

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
こ
と
を
記
し

て
感
謝
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
津
上
智
実
・
記
） 
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履
修
生
紹
介 

   

四
年
生
（
十
三
期
生
六
名
）
か
ら
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

今
川 

裕
美
（
ピ
ア
ノ
） 

前

期

は

七

夕
コ
ン
サ
ー

ト
、
後
期
は
複

数
の
訪
問
演

奏
で
、
非
常
に

充
実
し
た
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
短
期
間
で
の
本
番
の
積

み
重
ね
は
、
前
回
の
失
敗
を
次
に
生

か
す
こ
と
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル

の
上
達
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
を
取
る
と
〝
暇
な
四
回
生
〟

と
し
て
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
に
、
こ
の
活
動
を
通
し

て
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

四
回
生
は
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
等
、

い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
が
、
時
間
は
で

き
る
も
の
で
は
な
く
作
る
も
の
。
や

ろ
う
と
思
え
ば
人
間
、
自
分
が
思
う

よ
り
も
で
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

自
分
の
中
の
壁
を
取
っ
払
っ
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 三
木 

理
花
絵
（
ピ
ア
ノ
） こ

の

実

習

を
通
し
て
病

院
や
幼
稚
園

を
訪
れ
、
多
く

の
人
に
音
楽

を
届
け
る
中
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
、
皆
で
協
力

し
て
作
り
あ
げ
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

発
見
が
あ
り
、
お
互
い
の
意
見
を
交

換
し
、
対
象
者
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
何
度
も
試
行
錯
誤
し
て
、
演
奏
会

に
臨
み
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
の
出
会
い
が
心
の
支
え
と

な
り
、
次
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
心
が
通
じ
合
う
と
い

う
の
は
貴
重
な
経
験
で
す
。 

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
こ
の
授
業
を
通
し

て
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
音
楽
を

届
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

中
川 

真
帆
（
ピ
ア
ノ
） ア

ウ
ト
リ
ー

チ
の
活
動
で
、コ

ン
サ
ー
ト
を
作

っ
て
い
く
む
ず

か
し
さ
、
伝
え
る

こ
と
の
む
ず
か
し
さ
と
同
時
に
、
音

楽
の
可
能
性
を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
聴
い
て
下
さ
る

人
の
こ
と
を
考
え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
っ
て
練
習
を
す
る
の
は
大
変
で

し
た
が
、
実
習
先
で
は
聴
衆
の
笑
顔

に
何
度
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
近
い

距
離
で
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

雰
囲
気
や
空
気
を
感
じ
、
一
緒
に
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
音
楽
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
し
て
自
分
自
身
た
く
さ
ん

の
気
持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

す
ば
ら
し
い
授
業
で
す
。 

 

城
井 

礼
衣
子
（
ピ
ア
ノ
） 私

は
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
実
習

を
通
し
て
、
演

奏
面
に
関
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
内
面
的
に
も
成
長
で

き
た
こ
と
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。「
常
に
お
客
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
」
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
仲
間
で
協
力
し
あ
い
、

妥
協
せ
ず
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

た
結
果
、
い
い
も
の
が
で
き
た
時
に

は
、
言
葉
に
で
き
な
い
達
成
感
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
社

会
の
中
で
音
楽
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
か
、
ど
の
よ
う
な
音

楽
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
私

に
何
が
で
き
る
の
か
・
・
・
自
分
自

身
で
音
楽
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
、
そ
し
て
音
楽
の
可
能
性
は

無
限
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 
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寺
脇 

優
子
（
ピ
ア
ノ
） 

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
の
授
業
で
は

メ
ン
バ
ー
や
先

生
方
と
時
間
を

か
け
て
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
角
度
か

ら
考
え
学
ぶ
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

人
前
で
話
す
こ
と
に
対
し
て
少
し

ず
つ
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
、

対
象
と
な
る
人
に
ど
う
寄
り
添
う
か

を
み
ん
な
と
考
え
て
い
く
中
で
、
自

分
に
足
り
な
い
も
の
を
発
見
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
場
所
で
演
奏
で

き
た
の
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
の
お

か
げ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
時
間
の
中

で
同
じ
学
年
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

が
深
ま
っ
た
こ
と
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。 

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
履
修
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
た
い
授
業
で
す
。 

 

上
田 

美
幸
（
ピ
ア
ノ
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

実
習
を
通
し

て
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の

は
、
聴
い
て
下

さ
る
方
々
の
表
情
で
す
。 

 

温
か
い
表
情
や
、
時
に
涙
を
流
し

な
が
ら
聴
い
て
下
さ
っ
て
、
演
奏
会

後
に
は
笑
顔
で
「
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
元
気
が
出
た
！
」
と
言
っ

て
下
さ
る
方
も
あ
っ
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
小
学
校
や
幼

稚
園
で
も
、
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
る

場
面
や
、
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
場
面
な
ど
、
い
ろ
ん
な

表
情
に
さ
せ
て
く
れ
る
〝
音
楽
〟
の

す
ば
ら
し
さ
や
演
奏
す
る
喜
び
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

大
変
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
ぜ
ひ
後
輩

た
ち
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
講
義
）」 

履
修
生
（
三
回
生
十
三
名
） 

                  

        

                             

青田恵里香（人間科学部）岩井香那（フルート） 

［後列左から］ 

椿彩華（人間科学部）喜多望有（フルート） 

樋口成香（オーボエ）丹野桃子（ピアノ） 

尾崎文子（ヴァイオリン）神田幹子（声楽） 

［前列左から］ 

田中佑奈（フルート）岡亜梨沙（フルート） 

尾形佳那恵（ピアノ）山田りさ（打楽器）和田悠加（ピアノ） 
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音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1  TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 
 

編集後記  
今年の４年生は少数精鋭でよくがんばりました。卒業後の活躍に期待します。（津上） 

今年も充実した 1年でした♪既習生の皆さんのご活躍をお祈りします。（寺澤） 

新しいスタッフと共に、楽しく充実した１年を送ることができました♪（藤野） 

あっという間の１年でした。13期生の皆さんのご活躍をお祈りしています！（森） 

たくさんの実習やコンサートに関わることができ、私もすばらしい経験ができて感謝です！（中川） 

201４年度 実習歴 

７ 月  ５ 日  （土）   子どものための七夕コンサート （シリーズ第 39 回） 

９ 月  ２７日  （土）   第５回「音楽で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ」 

１０月  ８ 日  （水）   大阪市民病院機構大阪市立総合医療センターアウトリーチ 

１０月 １１日  （土）   子どものためのスペシャル・コンサート （シリーズ第 40 回） 

１０月 ３１日  （金）   国立病院機構兵庫中央病院アウトリーチ 

１１月 １１日  （火）   西宮市立春風幼稚園アウトリーチ 

１１月 ２０日  （木）   神戸市立医療センター中央市民病院アウトリーチ 

１１月 ２９日  （土）   野木病院アウトリーチ 

１２月 １３日  （土）   子どものためのクリスマス・コンサート （シリーズ第 41 回） 

１２月 １７日  （水）   雲雀丘学園小学校アウトリーチ 

３ 月  ５ 日  （木）   国立病院機構刀根山病院アウトリーチ（予定） 

 


